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27号  令和２年（2020年）1月 （8）
　　

日
本
大
學
「
總
長
」「
代
表
者
理
事
」

山
岡
萬
之
助
（
そ
の
「
代
理
人
」
で
「
中

學
校
長
」の
深
川
重
義
）と「
専
門
學
校
長
」

小
野
村
胤
敏
を
「
當
事
者
」
と
す
る
「
教

育
ヲ
目
的
ト
ス
ル
財
團
法
人
設
立
ノ
爲
メ

ニ
ス
ル
財
産
移
轉
ニ
關
ス
ル
契
約
」
の
内

容
は
、
纏
め
直
す
と
次
の
様
に
な
ろ
う
。

　
「
昭
和
拾
壹
年
拾
壹
月
貮
拾
日
」
の
日
本

大
學
の
「
理
事
會
」
決
議
に
従
っ
て
、「
當

事
者
日
本
大
學
代
表
者
理
事
山
岡
萬
之
助
」

は
、
独
立
経
営
の
財
團
法
人
「
大
阪
日
本

大
學
學
園
」
の
「
創
設
」
の
為
に
、
大
阪

日
本
大
學
學
園
に
属
す
る
「
全
財
産
」
を

「
日
本
大
學
専
門
學
校
長
ニ
シ
テ
大
阪
日
本

大
學
學
園
管
理
者
タ
ル
小
野
村
胤
敏
ニ
移

轉
シ
且
占
有
ノ
引
渡
」
を
為
し
、「
日
本
大

學
専
門
學
校
長
ニ
シ
テ
大
阪
日
本
大
學
學

園
管
理
者
タ
ル
當
事
者
小
野
村
胤
敏
」
は

そ
れ
を
「
承
認
ノ
上
之
カ
所
有
權
其
他
ノ

財
産
權
ノ
移
轉
並
ニ
占
有
ノ
引
渡
ヲ
受
ケ
」

て
そ
れ
に
基
く
「
財
團
法
人
設
立
ノ
寄
附

行
爲
」
を
し
て
「
認
可
申
請
ノ
手
續
ヲ
執

ル
」
こ
と
に
す
る
。
そ
し
て
、
当
該
財
團

法
人
設
立
の
為
に
「
當
事
者
日
本
大
學
代

表
者
理
事
山
岡
萬
之
助
」
か
ら
「
日
本
大

學
専
門
學
校
長
ニ
シ
テ
大
阪
日
本
大
學
學

園
管
理
者
タ
ル
當
事
者
小
野
村
胤
敏
」
が

「
所
有
権
」「
財
産
権
」
の
「
移
轉
」「
占
有

ノ
引
渡
」
を
受
け
る
「
全
財
産
」
と
し
て

は
、「
大
阪
府
中
河
内
郡
彌
刀
村
大
字
小
若

江
」
の
「
小
計
拾
四
筆　

五
千
五
拾
四
坪
」、

「
同
府
同
郡
小
阪
町
大
字
上
小
阪
」
の
拾
五

筆
「
小
計
壹
千
貮
拾
坪
」
の
「
總
計
六
千

七
拾
四
坪
」
の
「
土
地
」、
そ
こ
に
建
設
さ

れ
て
い
る
「
鐵
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
」
校
舎

貮
棟
、「
木
造
瓦
葺
」
校
舎
貮
棟
、「
木
造
瓦

葺
」
講
堂
壹
棟
、「
木
造
ス
レ
ー
ト
瓦
平
屋

建
校
舎
附
属
便
所
」
が
列
挙
さ
れ
、
更
に

「
備
附
在
之
什
器
々
具
等
ノ
備
品
壹
切
」
と

さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、こ
の「
公
正
證
書
」

の
末
尾
に
は
、「
列
席
」
及
び
「
承
認
」
し

た
と
し
て
、
深
川
重
義
と
小
野
村
胤
敏
が

署
名
・
捺
印
し
て
い
る
事
か
ら
も
、
実
際

に
は
こ
の
両
者
が
こ
の
「
證
書
作
成
」
の

為
に
「
陳
述
」
し
た
と
判
断
さ
れ
る
。

　

以
上
か
ら
判
明
す
る
の
は
、
山
岡
萬
之

助
先
生
を
経
営
上
の
中
心
と
し
た
日
本
大

學
側
は
日
本
大
學
専
門
學
校
設
立
直
後
の

大
正
十
五
年
に
は
、
同
大
學
に
財
政
的
ダ

メ
ー
ジ
及
ば
な
い
よ
う
に
、「
大
阪
日
本

大
學
財
團
」
と
し
て
一
定
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
の
元
に
独
立
的
に
経
営
せ
し
め
る
方
針

を
固
め
て
お
り
、
昭
和
十
一
年
に
財
團
法

人
の
「
創
設
」
の
為
に
同
校
の
新
校
長
小

野
村
胤
敏
先
生
に「
大
阪
日
本
大
學
學
園
」

に
属
す
る
「
財
産
全
部
」
の
「
所
有
権
其

ノ
他
財
産
権
」
の
移
転
を
し
た
と
い
う
事

で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
昭
和
十
一
年
に
行
わ

れ
た
の
は
、
前
回
の
報
告
か
ら
明
白
な
如

く
同
専
門
學
校
の
設
立
時
か
ら
の
榊
原
坤

作
先
生
と
そ
の
協
力
者
深
川
重
義
の
運
営

が
こ
の
当
時
に
行
き
詰
り
、財
政
支
援（
国

立
公
文
書
館
所
蔵
『
大
阪
専
門
學
校　

大

阪　

第
５
の
２
冊
』
の
第
二
文
書
「
日
本

大
學
専
門
學
校
校
舎
増
築
認
可
」
附
属
文

書
に
よ
れ
ば
、「
日
本
大
學
専
門
學
校
校

舎
建
設
資
金
」と
し
て
の「
貮
萬
圓
」寄
附
）

し
た
小
野
村
胤
敏
先
生
が
同
専
門
學
校
校

長
に
就
任
し
た
時
期
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ

し
て
、
昭
和
十
一
年
十
一
月
十
二
日
発
行

の
『
官
報
』
第
二
千
九
百
六
十
號
掲
載
の

「
文
部
省
告
示
第
三
百
五
十
號
」（
昭
和
十

一
年
十
一
月
十
二
日
）
に
「
大
阪
府
中
河

内
郡
彌
刀
村
ニ
設
置
セ
ル
日
本
大
學
大
阪

中
學
校
ノ
位
置
ヲ
昭
和
十
一
年
十
一
月
ヨ

リ
大
阪
府
大
阪
市
東
淀
川
區
ニ
変
更
ノ
件

昭
和
十
一
年
十
一
月
十
日
認
可
セ
リ
」
と

あ
る
様
に
、
深
川
重
義
が
事
実
上
創
設
し

て
校
長
を
務
め
て
い
た
日
本
大
學
大
阪
中

學
校
が
移
転
し
た
事
も
、
前
述
の
事
と
関

連
し
て
い
る
の
は
、
此
処
で
今
更
喋
々
と

謂
う
を
俟
た
な
い
。

（
近
畿
大
学
名
誉
教
授

建
学
史
料
室
特
別
研
究
員　

荒
木　

康
彦
）

追
記

　

本
報
告
で
掲
げ
て
い
る
『
官
報
』
は
何

れ
も
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
で
閲
覧
し
て
利
用
し
た
。

　

近
畿
大
学
関
係
者
の
み
は
「
先
生
」
と

し
た
が
、
そ
れ
以
外
の
人
士
に
つ
い
て
は

敬
称
を
省
い
て
い
る
の
で
、
こ
の
点
は
諒

と
さ
れ
た
い
。

学
外
訪
問
調
査

学
校
法
人
西
南
学
院

　

西
南
学
院
史
資
料
セ
ン
タ
ー
で
の

　
　
　
　
　
　
　
　

聞
き
取
り
調
査
報
告

　

本
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
実
施
し
て
い

る
各
地
の
ア
ー
カ
イ
ヴ
ズ
の
訪
問
調
査
と

し
て
、
二
〇
一
八
年
八
月
三
〇
日
に
西
南

学
院
史
資
料
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
資
料
セ

ン
タ
ー
）
に
て
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
た
。

調
査
に
は
資
料
セ
ン
タ
ー
事
務
室
長
で
あ

る
前
田
誠
史
氏
（
調
査
当
時
）
と
同
調
査

役
の
篠
田
裕
俊
氏
（
調
査
当
時
）、
同
主

幹
の
世
戸
口
尚
英
氏
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
。
ま
た
、
調
査
担
当
は
教
職
教
育
部
の

冨
岡
勝
教
授
と
九
州
短
期
大
学
の
三
木
一

司
准
教
授
（
共
に
建
学
史
料
室
研
究
員
）、

建
学
史
料
室
室
員
（
調
査
当
時
）
の
木
村

道
子
、
そ
し
て
報
告
者
の
四
名
で
あ
っ
た
。

調
査
内
容
は
資
料
セ
ン
タ
ー
の
設
立
経
緯

と
組
織
形
態
、
活
動
内
容
を
中
心
と
し
、

そ
の
他
に
つ
い
て
は
聞
き
取
り
を
行
う
中

で
随
時
伺
う
と
い
う
形
式
で
行
っ
た
。

　

西
南
学
院
は
米
国
南
部
バ
プ
テ
ス
ト
派

宣
教
師
の
Ｃ
．
Ｋ
．
ド
ー
ジ
ャ
ー
が
創
立

者
と
な
り
、
一
九
一
六
年
に
福
岡
市
初
の

そ
し
て
、
こ
の
「
公
正
證
書
」
の
末
尾
に
は
次
の
様
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

右
列
席
者
ニ
讀
聞
カ
セ
タ
ル
處
一
同
之
ヲ
承
認
シ
各

　

自
左
ニ
署
名
捺
印
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

深　

川　

重　

義　

㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小　

野　

村　

胤　

敏　

㊞

　

本
證
書
ハ
昭
和
拾
壹
年
拾
壹
月
参
拾
日
法
定
ノ
方
式

　

ニ
従
ヒ
テ
作
成
ス
依
テ
左
ニ
署
名
捺
印
ス
ル
モ
ノ
也

　
　
　
　

大
阪
地
方
裁
判
所
々
属

　
　
　
　

大
阪
市
南
區
八
幡
町
九
番
地

　
　
　
　
　

公
證
人　
　

竹　

井　

小　

野　

右　

衛　

門　

印
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27号  令和２年（2020年）1月（9）
　
男
子
私
立
中
学
校
と
し
て
私
立
西
南
学
院

を
開
校
し
た
こ
と
に
始
ま
り
、
二
〇
一
六

年
創
立
一
〇
〇
周
年
を
迎
え
、
訪
問
し
た

資
料
セ
ン
タ
ー
は
二
〇
一
六
年
に
開
設
さ

れ
た
。
資
料
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い

る
百
年
館
は
、
資
料
セ
ン
タ
ー
の
展
示
ス

ペ
ー
ス
を
は
じ
め
、
同
窓
会
の
機
能
も
備

え
て
お
り
、
来
訪
者
が
交
流
で
き
る
空

間
も
確
保
さ
れ
て
い
た
の
が
印
象
的
で

あ
っ
た
。

　

開
設
に
至
る
経
緯
と
し
て
、
か
つ
て

学
院
史
編
纂
室
に
て
七
〇
年
史
が
編
纂
さ

れ
た
当
時
よ
り
史
資
料
の
保
存
や
整
理
を

行
う
部
署
の
必
要
性
が
認
識
さ
れ
は
じ
め
、

一
九
九
四
年
十
一
月
八
日
に
当
時
の
理
事

よ
り
『
西
南
学
院
歴
史
資
料
館
設
置
の
必

要
性
に
つ
い
て
（
意
見
具
申
）』
と
題
し

た
文
書
が
理
事
長
お
よ
び
院
長
・
学
長
宛

に
提
出
さ
れ
、
具
体
的
な
言
及
が
さ
れ
た

と
い
う
。
そ
の
後
、
百
年
史
編
纂
準
備
委

員
会
や
常
任
理
事
会
に
て
資
料
セ
ン
タ
ー

の
設
置
が
検
討
さ
れ
て
き
た
と
い
う
。
西

南
学
院
は
保
育
所
か
ら
大
学
院
ま
で
擁
す

る
た
め
、
院
長
が
資
料
セ
ン
タ
ー
長
を
兼

ね
、
運
営
委
員
は
学
院
の
各
学
校
・
園
・

事
務
局
か
ら
出
さ
れ
、
ま
た
資
料
セ
ン

タ
ー
の
職
員
に
よ
り
運
営
が
さ
れ
て
い
る
。

　

資
料
セ
ン
タ
ー
で
の
当
時
の
活
動
内
容

と
し
て
は
、『
西
南
学
院
百
年
史
』
の
編

纂
に
か
か
る
監
修
作
業
に
加
え
、
年
に
一

回
、
各
部
署
か
ら
統
計
資
料
の
収
集
を
行

い
そ
の
更
新
や
、
刊
行
物
の
収
集
、
ホ
ー

ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
等
に
て
卒
業
生
か
ら

提
供
さ
れ
る
史
資
料
の
受
け
入
れ
等
を

行
い
、
史
資
料
の
発
表
と
し
て
常
設
展

示
の
ほ
か
、
年
に
一
回
企
画
展
示
会
を

実
施
し
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
、
百
年

史
の
編
纂
作
業
と
共
に
研
究
活
動
も
行
わ

れ
、
二
〇
〇
六
年
か
ら
二
〇
一
七
年
ま
で

『
西
南
学
院
史
紀
要
』
が
十
二
号
ま
で
発

行
さ
れ
た
ほ
か
、
過
去
に
何
回
か
刊
行
さ

れ
た
創
立
者
の
生
涯
を
『D

ozier

［
ド
ー

ジ
ャ
ー
］
西
南
学
院
の
創
立
者 

Ｃ
．
Ｋ
．

ド
ー
ジ
ャ
ー
夫
妻
の
生
涯
』
と
し
て
日
英

対
訳
版
に
て
刊
行
し
、
式
典
等
に
て
配
布

さ
れ
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
神
学
部
の
開

講
科
目
と
し
て
自
校
史
教
育
が
全
学
生
を

対
象
に
オ
ム
ニ
バ
ス
形
式
で
開
講
さ
れ
て

お
り
、
資
料
セ
ン
タ
ー
は
授
業
に
対
す
る

支
援
を
行
っ
た
り
、
各
部
署
か
ら
の
調
べ

物
や
、
学
生
の
卒
業
論
文
執
筆
時
の
レ

フ
ァ
レ
ン
ス
を
行
う
等
、
多
様
な
活
動
が

行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
伺
え
た
。

　

様
々
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る

中
、
同
窓
生
と
の
繋
が
り
の
深
さ
を
伺
え

る
お
話
も
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
六
〇
周

年
を
越
え
た
管
弦
楽
団
よ
り
史
資
料
が

移
管
・
保
存
さ
れ
、
一
〇
年
ご
と
に
発

行
さ
れ
る
記
念
誌
の
史
資
料
の
提
供
や
、

一
九
一
九
年
に
創
設
さ
れ
た
グ
リ
ー
ク
ラ

ブ
の
記
念
誌
作
成
に
向
け
た
史
資
料
整
理

が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
等
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
活
動
を
通
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
同

窓
生
と
資
料
セ
ン
タ
ー
の
間
に
頻
繁
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
ら
れ
、
活
動
の

活
性
化
が
行
わ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
た
。

　

ま
た
、
百
年
史
編
纂
に
つ
い
て
は
百
周

年
の
約
一
〇
年
前
と
な
る
二
〇
〇
五
年
よ

り
編
纂
事
前
準
備
が
始
ま
り
、
百
年
史
編

纂
準
備
委
員
会
等
に
て
作
業
内
容
に
関
す

る
検
討
が
進
め
ら
れ
、
二
〇
一
〇
年
に
百

年
史
編
纂
委
員
会
が
立
ち
上
が
っ
た
と

い
う
。
か
つ
て
、『
西
南
学
院
七
十
年
史
』

の
刊
行
は
あ
っ
た
が
、
作
業
に
携
わ
っ
た

方
が
一
部
で
あ
っ
た
た
め
、
百
年
史
の
編

纂
に
お
い
て
は
西
南
学
院
の
歴
史
の
各
場

面
に
関
わ
っ
た
多
く
の
方
が
執
筆
す
る
こ

と
に
な
り
、
執
筆
者
は
八
〇
名
以
上
に
な

る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
執

筆
要
領
は
あ
る
が
確
認
作
業
を
細
か
く
進

め
て
い
る
と
い
う
。
今
後
、
百
年
史
編
纂

過
程
で
得
ら
れ
た
結
果
を
展
示
に
活
用
し

て
い
く
こ
と
も
念
頭
に
各
種
作
業
が
進
行

中
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

限
ら
れ
た
訪
問
時
間
で
は
あ
っ
た
が
、

様
々
な
お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
、
聞
き

取
り
の
後
は
史
資
料
の
保
管
庫
の
見
学
と

詳
細
な
解
説
も
い
た
だ
け
た
。
百
周
年
に

向
け
て
様
々
な
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い

る
本
学
に
お
い
て
今
回
の
調
査
内
容
は
大

い
に
参
考
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

（
国
際
学
部
准
教
授

　

建
学
史
料
室
研
究
員　

酒
勾　

康
裕
）

西南学院大学史資料センターの入る西南学院百年館（松緑館）

西南学院百年史編纂委員会による刊行物

展示室内


